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   A case of occult hypernephroma is presented. The patient was a 70-year-old-male 
who complained of painful tumor in his right arm, but had never complained of  hema-
turia, flank pain or flank mass. A biopsy of the tumor in his right arm disclosed meta-
stasis of hypernephroma. 
   Clinical diagnosis of hypernephroma of the kidney, that was suggested by slight 
changes of the pyelogram and the renal arteriogram, was confirmed by operation.
緒 言
副腎腫 は,比 較 的稀 に全 く尿 路疾患 を思わせ
る症状を欠 き・,その転移巣 の症状 を主 として発
見 され る場 合がある.私 は最近 この ような1例
を経験 したので,こ こに報告 する と共 に,そ の















に 腫 脹 せ る腫 瘤 が あ り,そ の境 界は 不 明 で,表 面 平滑
弾 力 性 硬 で,か す か に搏 動 を触 れ,軽 度 の 圧 痛 が あ
り,異 常可 動 性 が 証 明 され る,右 上 肢 の挙 上不 能,肘
関 節 の 屈 曲不 能,右 手 関 節 の掌 屈 は や や 可能 な る も,
背 屈 は全 く不 可 能,指 の 伸 展 障 碍 され る も 屈 曲 は 可
能,指 の開 角 運 動 不 能,特 に栂 指 の外 転 不 能 で あ る
が,右 上 肢 の 何 れ の 部 に も知 覚 障 碍 は 認 め られ な い.
胸 腹 部 諸 臓 器 に は 異常 を認 め な い,腎 臓 は 左右 と も
触 れ ず,圧 痛 もな い.前 立 腺 は 中等 度 肥 大 し,右 葉 の
中央 に稽 硬 い結 節 が あ る.血 圧,142/56mmHg血
沈,1時 間 値3mm,2時 間 値12mm.
血 液 所 見;赤 血 球600万,血 色 素 量117%,ヘ マ トク
リッ ト51%,白血 球6900,白血 球 百 分 率:桿 状 核10%,
分葉 核70%,好 酸 球1%,好 塩 基 球1%,リ ンパ 球17
%,単 球1%.




尿 所 見:外 観 黄 色 軽度 潤 濁 し,少量 の 蛋 白,少数 の白
血 球,少数 の上 皮 細 胞 が 認 め られ る以 外 に異 常 はな い ・
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例であるが,潜在性副腎腫は本症が最 初 で あ
る.
私の集め得た本邦における潜在性副腎腫の報
告例は,第1表 に示 した32例である.又 その年







































右腎騰 聯 関購 左眼視備 左眼





























































































































































































































胸内苦悶,胸痛,呼 吸促迫,心 悸充進,顔 面
及び下肢浮腫
両側上肢運動障碍,両側上肢痛覚脱出




































胸 骨 部3,上 肢3,肩 肝 部1,




































(1)我々の症 例の ように,腎 悪性腫瘍 の初 発
症状が原腫瘍 その ものに よらず,遠 隔転移,或




31.7%に見 られた と報告 してい る.し た が つ
て,潜 在性副腎腫 につ いて,そ の初発症状 を検
討す ることは意味が ある と考 え られ る.
私の集め得 た潜在性副腎腫32例の初発 症状 は



























初発症状 とす るものは26例,そ の他 の症状 を初
発 とす るものは4例(安 倍,菊 地,足 立,石 田
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た ものは2例 であ る.そ の主 訴及 び臨床 症状 を
見 ると第3表 及 び第4表 の如 くであつて,両 者
とも疹痛,腫 瘤形成,運 動障碍 がその大 部分を
占め,し か も骨に関係 した疹痛及 び 腫 瘤 が 多
く,運動 障碍 と相 まつて骨転移に よる症状 が主
な症状 となつてい ることが分 る.Creevy(1935)
は潜 在性 副腎腫38例の臨床診断 を検討 したが,
骨腫 瘍 と思われた ものは16例(42%)で あ つ
て,肺 疾患 と思われ た ものは9例(24%)で あ
った.更 にMelicoweta1.(1960)も潜在 性
副腎腫 が骨転移 による症状 を示す ものが多い こ
とを報告 している.一 方私 の集 め得 た32例 で
は,肺,胸 膜及 び縦隔転移 に よる症状,即 ち胸
痛,咳 漱,喀 疾,喀 血,呼 吸障碍,心 悸 充進 等
を主訴或 は症状 として訴 えるものは 少 な か つ
た.し か し レ線像 で肺野 に腫瘍様 の陰影 を認 め
た ものが6例(19%)あ つ た.Ostrum及 び
Fetter(1940)は潜在性腎腫21例を報告 し,そ
の中13例が潜在性 副腎腫 であ るが,呼 吸器系 の
症状を有 しなかつた ものは13例中8例,呼 吸困
難3例,咳 漱1例,盗 汗1例 であつて,本 邦 の
症例 と同様 に呼吸器系 の症状 は少 い.
(2)副腎腫転移 による骨腫瘍は血管 に富み搏
動性 である ことが普通 であるが,総 ての場 合に
搏動 を触れ るとは限 ら な い(Creevy1935)。
その特徴的な骨 レ線像 も,病 的骨折 が伴 っ てい
る場合には,新 しい骨形成 が伴 うこ とに より,
全 く破壊 的な原病巣 の姿 を複雑 なも の と す る
(Dresser1925)。従 って骨腫 瘤に対 して 鑑 別






これ らとの鑑 別は非 常に困難 な場 合 が あ つ
て,特 に骨原発性 肉腫 との鑑 別は,副 腎腫 の転
移が単発であって,何 等腎臓 の病 変の徴候が な
い場合には,生 検以外 には実 際には不能で ある
場合があ る(Dresser1925)。岩 瀬 ・鳥羽(19



















が多 く,両者の関係を知ることが出来 な かつ
た.Melicoweta1.(1960)が183例について
組織型 と体温 との関係る調べた ところ に よ る



































































即ち乳腺,前 立腺の悪性腫瘍 が最 も多 く・甲状






28.8%であ る.特 に潜在性 副腎腫80例に関す る
Melicowetal.の観察 では第6表 の如 くであ



























































の中,骨 転移 は55例,内臓 への転移 は52例で あ
る.そ の中肺への転移 は32例であつて,骨 転 移
が肺転移 を上廻つてい る.私 の集 め得 た潜在 性
副腎腫の32例について,そ の転移部位 は第7表
の如 くであるが,骨 転移 を有 した もの26例に対
し内臓への転移を有 したもの13例,リ ンパ腺 そ
の他の転移を有 したもの13例であつ て,骨 転移
を有 したものの方が多数を 占めている.こ の事
は・私の集め得 た32例では骨転移に よる症状 を
示す ものが多 かつた事実 と相 まつて,潜 在性 副
腎腫では骨転移に よる症 状を初発 として発見 さ
れるものが多 いことを示す もの である.
骨転移の部位に関 しては,第7表 の如 くであ





















































皮 下 組 織
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及び長管状骨の近位端に転移が好発するという
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第3図 腎部単純撮影 第4図 排泄性腎孟レ線像
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第5図 大動脈 レ線像
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